
 

１２９ 

11 議案第１０号関係 

(1)おいらせ町みなくる館条例 新旧対照表（抜粋） 

改 正 案 現 行 

（設置） （設置） 

第１条 町民の教育文化を高揚し、郷土を担

う人材育成を通じて、特色ある地域文化を

育成し、創造するため、みなくる館を設置

する。 

第１条 町民の教育文化を高揚し、郷土を担

う人材育成を通じて、特色ある地域文化を

育成し、創造するため、みなくる館を設置

する。 

（名称及び位置） （名称及び位置） 

第２条 略 第２条 略 

（管理） （管理） 

第３条 おいらせ町みなくる館（以下「みな

くる館」という。）の管理は、おいらせ町

教育委員会（以下「教育委員会」とい

う。）が行う。 

第３条 おいらせ町みなくる館（以下「みな

くる館」という。）の管理は、おいらせ町

教育委員会（以下「教育委員会」とい

う。）が行う。 

（利用の許可及び条件） （利用の許可及び条件） 

第４条 みなくる館を利用する者は、あらか

じめ教育委員会の許可を受けなければなら

ない。 

第４条 みなくる館を利用する者は、あらか

じめ教育委員会の許可を受けなければなら

ない。 

２ 教育委員会は、みなくる館の管理上必要

があると認めるときは、前項の許可に当

たって、その利用について条件を付するこ

とができる。 

２ 教育委員会は、みなくる館の管理上必要

があると認めるときは、前項の許可に当

たって、その利用について条件を付するこ

とができる。 

（利用の制限） （利用の制限） 

第５条 教育委員会は、みなくる館の利用が

次の各号のいずれかに該当するときは、そ

の利用を許可しない。 

第５条 教育委員会は、みなくる館の利用が

次の各号のいずれかに該当するときは、そ

の利用を許可しない。 

(1) 公安、風俗その他公益を害するおそれ

があると認めるとき。 

(1) 公安、風俗その他公益を害するおそれ

があると認めるとき。 

(2) 施設、設備等を損傷し、又は汚損及び

紛失のおそれがあると認めるとき。 

(2) 施設、設備等を損傷し、又は汚損及び

紛失のおそれがあると認めるとき。 

(3) みなくる館の管理に支障があると認め

るとき。 

(3) みなくる館の管理に支障があると認め

るとき。 

(4) 集団的又は常習的に暴力的不法行為を

行うおそれがある組織の利益になると認

められるとき。 

(4) 集団的又は常習的に暴力的不法行為を

行うおそれがある組織の利益になると認

められるとき。 

(5) その他教育委員会が不適当と認めると

き。 

(5) その他教育委員会が不適当と認めると

き。 

（利用許可の取消し等） （利用許可の取消し等） 

第６条 教育委員会は、次の各号のいずれか

に該当すると認められるときは、みなくる

第６条 教育委員会は、次の各号のいずれか

に該当すると認められるときは、みなくる



 

１３０ 

改 正 案 現 行 

館の利用条件を変更し、又はその利用を停

止し、若しくは利用許可を取り消すことが

できる。 

館の利用条件を変更し、又はその利用を停

止し、若しくは利用許可を取り消すことが

できる。 

(1) 利用許可の目的以外に使用したとき。 (1) 利用許可の目的以外に使用したとき。 

(2) 偽りその他不正の行為により利用の許

可を受けたとき。 

(2) 偽りその他不正の行為により利用の許

可を受けたとき。 

(3) その他公益上やむを得ない理由が生じ

たとき。 

(3) その他公益上やむを得ない理由が生じ

たとき。 

２ 教育委員会は、前項に掲げるもののほ

か、災害その他の事故により、みなくる館

の利用ができなくなったときは、利用条件

を変更し、又は停止若しくは利用の許可を

取り消すことができる。 

２ 教育委員会は、前項に掲げるもののほ

か、災害その他の事故により、みなくる館

の利用ができなくなったときは、利用条件

を変更し、又は停止若しくは利用の許可を

取り消すことができる。 

３ 町は、前項の場合において生じた損害に

対して、賠償の責任を負わない。 

３ 町は、前項の場合において生じた損害に

対して、賠償の責任を負わない。 

（特別の設備等） （特別の設備等） 

第７条 みなくる館の利用許可を受けた者

（以下「利用者」という。）は、みなくる

館の利用に当たって、特別な設備を設け、

又は特殊な物品等を利用しようとするとき

は、あらかじめ教育委員会の承認を得なけ

ればならない。 

第７条 みなくる館の利用許可を受けた者

（以下「利用者」という。）は、みなくる

館の利用に当たって、特別な設備を設け、

又は特殊な物品等を利用しようとするとき

は、あらかじめ教育委員会の承認を得なけ

ればならない。 

（利用者の義務） （利用者の義務） 

第８条 利用者は、この条例及びこの条例に

基づく教育委員会規則並びに教育委員会の

指示に従わなければならない。 

第８条 利用者は、この条例及びこの条例に

基づく教育委員会規則並びに教育委員会の

指示に従わなければならない。 

２ 利用者は、その権利を他に譲渡し、又は

転貸してはならない。 

２ 利用者は、その権利を他に譲渡し、又は

転貸してはならない。 

（使用料） （使用料） 

第９条 みなくる館の使用料は、別表のとお

りとする。 

第９条 みなくる館の使用料は、別表のとお

りとする。 

２ 前項の使用料は、町納入通知書により納

付しなければならない。 

２ 前項の使用料は、町納入通知書により納

付しなければならない。 

（使用料の減免） （使用料の減免） 

第１０条 教育委員会は、公益上特に必要が

あると認められたときは、前条に規定する

使用料を減額し、又は免除することができ

る。 

第１０条 教育委員会は、公益上特に必要が

あると認められたときは、前条に規定する

使用料を減額し、又は免除することができ

る。 

（原状回復の義務） （原状回復の義務） 

第１１条 利用者は、みなくる館の利用が終 第１１条 利用者は、みなくる館の利用が終



 

１３１ 

改 正 案 現 行 

わったとき、又は利用の許可を取り消され

たときは、直ちに原状を復さなければなら

ない。 

わったとき、又は利用の許可を取り消され

たときは、直ちに原状を復さなければなら

ない。 

２ 利用者が前項の義務を履行しないとき

は、教育委員会が利用者に代わってこれを

執行し、その費用を利用者から徴収する。 

２ 利用者が前項の義務を履行しないとき

は、教育委員会が利用者に代わってこれを

執行し、その費用を利用者から徴収する。 

（損害賠償の義務） （損害賠償の義務） 

第１２条 みなくる館の施設、設備又は器具

類を損傷し、又は滅失した者は、教育委員

会の指示に従ってこれを修復し、又はそれ

によって生じた損失を賠償しなければなら

ない。ただし、教育委員会が特にやむを得

ないと認めるときは、この限りでない。 

第１２条 みなくる館の施設、設備又は器具

類を損傷し、又は滅失した者は、教育委員

会の指示に従ってこれを修復し、又はそれ

によって生じた損失を賠償しなければなら

ない。ただし、教育委員会が特にやむを得

ないと認めるときは、この限りでない。 

（指定管理者による管理） （指定管理者による管理） 

第１３条 みなくる館の管理運営に関する業

務の全部又は一部をおいらせ町公の施設に

係る指定管理者の指定手続等に関する条例

（平成１８年おいらせ町条例第１６８号）

により指定された指定管理者にこれを代行

させることができる。 

第１３条 みなくる館の管理運営に関する業

務の全部又は一部をおいらせ町公の施設に

係る指定管理者の指定手続等に関する条例

（平成１８年おいらせ町条例第１６８号）

により指定された指定管理者にこれを代行

させることができる。 

（指定管理者の業務） （指定管理者の業務） 

第１４条 指定管理者が行う業務は、次のと

おりとする。 

第１４条 指定管理者が行う業務は、次のと

おりとする。 

(1) みなくる館の使用許可に関する業務 (1) みなくる館の使用許可に関する業務 

(2) みなくる館の施設、設備等の維持管理

に関する業務 

(2) みなくる館の施設、設備等の維持管理

に関する業務 

(3) その他教育委員会が必要と認める業務 (3) その他教育委員会が必要と認める業務 

（指定管理者が行う管理の基準） （指定管理者が行う管理の基準） 

第１５条 指定管理者は、法令、条例、条例

に基づく教育委員会規則その他教育委員会

が定めるところに従い、みなくる館の管理

を行わなければならない。 

第１５条 指定管理者は、法令、条例、条例

に基づく教育委員会規則その他教育委員会

が定めるところに従い、みなくる館の管理

を行わなければならない。 

（利用料金）  

第１６条 利用者は、その利用に係る料金

（以下「利用料金」という。）を当該指定

管理者に支払わなければならない。 

 

２ 利用料金は、別表のとおりとする。  

３ 利用料金は、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２４４条の２第８項の規定

により当該指定管理者の収入として収受さ

 



 

１３２ 

改 正 案 現 行 

せるものとする。 

（準用）  

第１７条 第１３条の規定により指定管理者

に管理及び運営を行わせる場合において、

この条例中「使用料」とあるのは「利用料

金」とし、第４条、第５条、第６条、第７

条、第８条及び第１０条の規定中「教育委

員会」とあるのは「指定管理者」と読み替

えるものとする。 

 

（委任） （委任） 

第１８条 この条例の施行に関し必要な事項

は、教育委員会規則で定める。 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項

は、教育委員会規則で定める。 

附 則  

（施行期日）  

１ この条例は、令和２年４月１日から施行

する。 

 

（準備行為）  

２ 指定管理者の指定に関する手続及び指定

管理者が管理を行うための準備行為は、こ

の条例の施行の日前においても行うことが

できる。 

 

  

別表（第９条関係） 別表（第９条関係） 

おいらせ町みなくる館使用料 おいらせ町みなくる館使用料 

 

区分 単位 貸切りの場合 

興行に類さない

もの 

興行又

はこれ

に類す

る場合 

入場料

を徴収

しない

場合 

入場料

を徴収

する場

合 

みなくる

ホール 

1時間 2,100

円 

4,190

円 

8,380

円 

なんでも

創作室及

びよろず

工房 

1時間 520円 730円 2,100

円 

和室 1時間 520円 730円 2,100

円 
 

区分 単位 貸切りの場合 

興行に類さない

もの 

興行又

はこれ

に類す

る場合 

入場料

を徴収

しない

場合 

入場料

を徴収

する場

合 

みなくる

ホール 

1時間 2,100

円 

4,190

円 

8,380

円 

なんでも

創作室及

びよろず

工房 

1時間 520円 730円 2,100

円 

和室 1時間 520円 730円 2,100

円 

  


